
令和５年３月
○　本校の概要

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以
上活用した。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用し
た。２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用し
た。
１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きか
けた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が活用した。

３：９０％以上の教員が活用した。

２：８０％以上の教員が活用した。

１：活用した教員が８０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答し
た。
３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答し
た。
３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組
織的に対応した。
３：必要な事案に対しておおかた会議を実施し
た。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しな
かった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せ
ず、組織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に1回以上行った。

３：年2回行った。

２：年1回行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：９５％以上の家庭が加入した。

３：９０％以上９５％未満の家庭が加入した。

２：８５％以上の９０％未満の家庭が加入した。

１：現状と変わらなかった。

４：９５％以上の教員が参加した。

３：８０％以上の教員が参加した。

２：６０％以上の教員が参加した。

１：参加した教員が６０％未満であった。

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策
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【児童アンケート】

「運動をもっとしたい」と答
えた割合
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  【児童アンケート】

「学習（授業）が楽しい」と
答えた割合
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○体育学習発表会や体育朝会などの体
育的行事では、上級学年を目標として
運動に取り組む児童の姿が数多く見ら
れた。１０～１月に行った「短縄」「持久
走」「長縄」では、学習カードも活用しな
がら、意欲的に継続して運動に取り組む
児童が多く見られた。

〇大田区小学生駅伝大会の出場選手
の朝練習の様子を見て、下学年の児童
も高学年のように走りたいという意欲が
高まる様子が見られた。

○休み時間に外遊びをする児童が少な
いことが課題である。今年は、児童が自
発的に運動に取り組むような手立てに
ついて検討し、体育委員会が「校庭遊び
カード」を使った呼びかけをした。運動し
てみたくなる環境を整えたことで、休み
時間に校庭で運動する児童が増えた。
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目標に対する成果指標
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学校関係者記入欄
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令和４年度　大田区立大森東小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心をは
ぐくみます。
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ン
３
　
豊
か
な
心
の
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成

○開校は昭和57年4月　令和4年度は開校41年目となる。　　児童数1３７名（5/30現在)、　6学級、　サポートルーム拠点校
○管理職２名　教員数1３名、　スクールカウンセラー1名、　特別支援教育専門員１名、　事務２名、　栄養士1名、　用務主事２名、　時間講師２名、　　学校特別支援員１、　副校長アシスタント1名、読書学習司書1名、　教員支援員1名
○校内研究　研究主題　「学びを深める児童の育成」　　　副主題「発問の工夫を通して」

  【児童アンケート】

「自分にはよいところがあ
る」と答えた割合

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の変
容等の具体的な資料を作成して、評価に必要な
学校の情報を適切に提供し、適正な評価を受ける
よう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本情
報、児童・生徒の活動情報等をホームページ等で
公開及び更新することにより、積極的に情報を発
信する。
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る
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学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。
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児童が参加する地域の行事にできる限り参加す
る。

  【児童アンケート】
　
「地域の行事に参加してい
る」と答えた割合

 【保護者アンケート】

「子供たちにとって分かり
やすい授業をしている」と
答えた割合

４：
90%
以上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

〇学校ホームページの東っ子ダイヤ
リー、東っ子ポスト、学年ページ開設な
ど、学校の教育活動を保護者や地域に
積極的に紹介することに努めた。

〇緊急時の連絡をとるための学校緊急
連絡システムへの保護者の加入があま
り普及していなかったので、個別対応も
しながら加入者数を増やし、ほぼ全保護
者の加入が済んだ。今後も個別対応を
継続していく。

〇今年度はＰＴＡや地域の行事がいくつ
か実施でき、児童が参加できる機会が
増えた。来年度も、感染症対策をしなが
ら、可能な限り地域の行事への参加を
児童に呼びかけていく。

・3年ぶりのラジオ体操、花火大会。少しですが、地域の方との交
流が再開できていたと思う。オータム・スクールも実施できて、子
供たちの想い出作りのお手伝いができて嬉しいです。
・今年の地域行事が行われることに期待しますが、参加への呼び
かけもお願いしたいです。
・学校全体でいつもご協力して下さり、大変感謝しております。特
に5年生（学担も含む）の対応がありがたかったです。学校のホー
ムページでの「東っ子ダイヤリー」素晴らしいです。
・今年度も行事の開催自体が難しい状況だったと思います。今
後、地域の活性化に協力して取り組んでいければと思います。
・PTA行事が少しずつ復活し、子供たちが地域と共に成長する機
会が増えたと感じた。
・児童のアンケートで増えているのは、具体的にどのようなことな
のか知りたい。また児童や保護者の皆さまが地域に求めることな
ども合わせて、お教え願えたらと思います。
・コロナ禍において、地域が一致団結し、「子供のため」という一
点で話し合いをしている姿にとても感動しました。いち大田区民と
して、誇りに思いました。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
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学校支援地域本部と連携するなどして、地域力を
生かした特色ある教育活動を実践する。
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３：
80%
以上
90%
未満

成果評
価

これまでの取組
今後の改善策

取組評
価
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4
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4
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学校緊急連絡システムに全保護者が加入し、緊
急時の連絡が取りやすい環境を整える。
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4

２：
70%
以上
80%
未満

１：
70%
未満

Ａ

体育的行事、部活動、休み時間など様々な機会を
通して運動習慣の確立を推進する。

小中一貫による教育の視点に立った生活指導の
充実により、社会のルールや学校のきまりなどを
守ろうとする意識を高める。

Ｄ

4

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

Ｃ
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Ａ

Ｂ

東京ベーシックドリル（算数）を活用し、基礎基本
の力の向上を図る。

１：
70%
未満

4

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人ひとり
の学習のつまずきや学習方法について、指導す
る。

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結果よ
りストレス症状のみられる児童・生徒に対して組織
的に対応する。

4

4

4

算数・数学到達度をステップ学習チェックシートで
児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補習を実
施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計画を
作成し、計画に基づいた体育指導や「一校一取
組」運動や「一学級一実践」運動を実践する。

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上
など、生涯に
わたって健康
増進を図る意
識の向上を
めざします。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの未然
防止、早期発見等のための取組を実施する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良質
な教育環境を
つくります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、自身
の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、主任教
諭が助言・支援を行う校内研修等を実施しOJTを
充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改善に
生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校における特
別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通して、食生
活の充実・改善をねらいとした「食育」を推進す
る。

児童の健康・体力向上に向けての取組を組織的
に行う。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・生徒に
関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、国、都及
び区の資料を活用した授業等を行う等道徳指導
充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通し
て、児童・生徒や保護者に対し、望ましい生活習
慣についての意識啓発を行う。

・補習はとても有り難く、先生方が努力をしてくれているが、補習
だけでは足りない児童がいるように見受けられる。
・児童との面談ができる機会が増えると一人一人の学力向上に
つながると思いますので、とても良い取り組みだと思います。
・多様な価値観が混在している社会の中、一人一人の児童に
あった教育を継続していただきたい。
・参観させていただき、子供たちが熱心に授業に参加する姿が見
られた。
・一人一人個別に向き合うことは、とても時間を要するとは思いま
すが、努力されることを願っております。
 ・公開授業を拝見した時、子供たちの楽しそうな声がたくさん聞こ
えてきました。率直な感想は、何かに興味があり、歩いている児
童の気持ちを尊重されているのが、印象的でした。興味を大切に
出来る環境は、教室内が広々としていることもあり、見ていて心
が温まりました。

〇授業改善プランを意識して、授業を進
めることができた。今後も引き続き改善
プランに沿って授業改善を行っていく。

〇「学習カルテ」に基づいた児童との面
談の時間が十分に確保できなかった。
今後は計画的に面談ができるよう補教
体制を組み、学習カルテを十分に生かし
て、一人一人に合った個別支援ができ
るようにしていく。

〇年間を通して、算数の補習を実施でき
た。しかし、学習指導講師との打ち合わ
せはあまり十分にはできなかったので、
今後は時間の調整をして打ち合わせ時
間を確保し、児童の学力向上に効果的
に支援できるようにしていく。
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１：
70%
未満

・ほめられた言葉を素直に受け取ってほしい。
・いろいろな角度から子供たちを見てほしいと思います。必ず良
い所が見つかり、それを伝えることで、少しは、自己肯定につな
がるかと。
・自己肯定感を高めるのには、大人からの声かけも大事ですが、
子供同士でほめ合うという事も良いのでは？と感じます。お友達
ほめ合い週間等。
・上記同様だが、不登校なども社会の課題になっている中、仮に
不登校であっても、自己肯定感がもてるように育ててほしい。
・道徳の公開授業に参加させていただいた。多様性の理解が深
まる社会となったが、子供たちも道徳を通して、学んでいると思
う。　　　　　　　　　　　　　　・子供たちが何か一つの事でも自信が
もてる事が見つけられれば良いのですがね…。夢ややりたいこと
（目標）が出てくる為にいろいろな経験（体験）をさせてあげたいで
すね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・話はずれてしまう
かもしれませんが、自己肯定感は乳幼児期に土台が構築される
ものだと思っています。その土台は、乳幼児期の保護者の関わり
が大切と、保護者会で伝えています。支援シートでも「気持ちに寄
りそった」と保育園側は記入しますが、その場しのぎでもともとの
基本を保育園としても考えていく必要があると感じました。

・駅伝の時期だけでなく、年間を通して持久走を取り組むのもあり
だと思う。子供達の体力低下を止めるために、今後も取り組みお
願いします。
・「校庭遊びカード」はステキですね。でもそれがすべてスポーツ
ではないことも必要かと思いますが、内容を見ていないので、な
んとも……。体育委員会が行ったところは、すごいと思う。
・学習カードの活用は、とても良いと思います。外遊びは、縄とび
も良いけど、たまに「鬼ごっこの日」とかもあると良いですね。全校
鬼ごっこ等。体育委員頑張ってますね。
・私は校庭で遊んでいる児童をよく見かけます。体を動かす楽し
さと充実感を覚えられるように引き続きお願いします。
・校庭遊びに参加する取り組みなど、子供たちが自主的に体を動
かす機会をつくっていてとても良いと感じた。
・児童のアンケートで９２％は、素晴らしいですね、お手伝いので
きる事があれば協力したいと思っております。
・「数値で見ると肥満度が高い」と校長先生のお話がありました
が、自園でも肥満の子のカウプ指数が高いです。自園の子を見
ると、基本的習慣と遺伝もあるのかと思いました。開放感があり、
広い校庭で、子どもが体を動かす工夫をされている先生方はす
ごいと思いました。

・アンケート結果は、先生方が子供たちに興味をもってもらえるよ
う日々努力されているたまものです。
・OJTの先にある授業の向上に期待します。
・大きな声で注意したり、怒鳴りつけるのは良くない、という保護
者の意見が気になります。当事者は悪いことをしているので納得
できますが、実はとなりに座っている子や気の弱い子も少なから
ず、心に傷ができます。しかり方の改善を求めます。
・ICT活用もあり、分かりやすい授業に取り組んでいると思いま
す。
・授業や廊下の掲示物を見て、先生方の取り組みの工夫が感じ
られた。
・本当に1コマしか見ていないのですが、言葉の使い方や乱暴な
口調な方が先生に見受けられ、ちょっとこれは？と思う場面があ
りました。
・子供たちの授業を受けている姿は、きちんと自分の考えをもち、
発信したり、行動したりしている姿を見て、普段の授業も先生方
は、子供の気持ちを受け止めていらっしゃるんだという事が伝
わってきました。掲示物も子供たちが見やすく掲示されている環
境がいいと思いました。
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○学校生活調査や学級集団調査
（WEBQU）の面談結果を教員全体に周
知して共通理解し、組織で対応する。児
童が健全な生活を送れるようにするた
めに、児童の実態把握を確実に行い、
生活指導夕会やいじめ不登校対策委員
会などにて教職員全体で共有をして指
導にあたる。

〇年２回実施する取組「エールウィーク」
で、全教職員が子供一人一人の「いいと
ころ見つけ」を共有し、様々な大人から
自己肯定感が高まるよう直接声掛けを
していった。まだまだ子供の自己肯定感
は高いとはいえないので、今後も年間を
通して「いいところ見つけ」と声掛けを皆
で実践していく。

○道徳教育推進教師を中心に、道徳授
業の確実な実施及び授業改善を図って
きた。今後も児童の自己肯定感や自己
有用感の向上を図るために、各学年の
活動はもちろん学校の教育活動全般で
一人一人の活躍の場を保証していく。特
に、縦割り班活動（ふるはま遊び、朝の
集会活動、縦割り清掃等）、委員会発表
等の機会を積極的に活用していく。
 

4
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〇公開した授業の評価については、真摯に
受け止め、授業改善に努めてきた。さらなる
授業改善を図るために、今後もOJTの充実
を計画的に行う。ＯＪＴの年間計画を年度当
初に作成し、若手教員は自己の課題を明確
にして授業を公開し、他の教員から指導・助
言をもらう時間を設ける。また、主任教諭や
主幹教諭は指導テーマを決めて若手教員
をはじめ他の教員に授業を公開する。公開
授業後は必ず協議会を行い、全体に還元し
ていく。さらに、授業形式以外のＯＪＴについ
ても検討し、持続可能な研修体制を模索し
ていく。

〇若手教員指導担当者と若手教員が毎週
1時間以上の面談を通して、授業観察の評
価や悩み事の相談などを行ってきた。今後
も継続していく。

〇日常的に、お互いの授業を公開し、情報
交換することで、よりよい授業づくりに努め
てきた。今後も継続していく。

〇年間6回の校内研究授業を通して、研究
主題を追究してきた。次年度は、新たな研
究主題についての理解を深め、協議・検討
を重ね、さらなる授業力向上に努めていく。

３：
80%
以上
90%
未満

２：
70%
以上
80%
未満

１：
70%
未満

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国の
方々とのコミュニケーション能力の育成等を図って
いる。

4

 【保護者アンケート】

「学校は、これからの社会
の変化にしなやかに対応
する子供を育てる工夫をし
ている（外国語教育、ICT
活用、体力向上）」と答え
た割合

４：
90%
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣＴ機器
を活用した授業を実施する。 4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を目指
し、人権教育資料等を活用した授業を実施する。 4

・タブレットも十分に慣れ使いこなしていると思う。タブレットの持
ち帰りにより、オンライン授業が受けられる安心さと宿題以外、動
画を見続けてしまう児童が多く、もっとフィルタリングをかけてほし
い。
・今後の教育で必要な外国語教育です。小学校では、初めてふ
れる子供も多数いるかと思います。嫌いにならないよう楽しく学べ
ると良いと思います。
・柔軟性がある小学生時期にOGCの取り組みにより、どんどん吸
収してほしいですね。東小の児童は、グローバルなので、皆で教
え合いながら、楽しく学べると良いと思います。
・ICT活用は、学校公開からも確認できる。外国語教育も力を入
れていることが、お話の中から理解できる。
・ICTが定着し、未来を担う子ども達が社会の変化に柔軟に対応
できる力を育てていると感じる。
・良いと思います。私も何かしら協力が出来ればと考えておりま
す。
・まず自身がタブレットを使いこなせるようにしないと子供に教え
ることはできないと思うと、先生方のご苦労は大変な事だと思い
ます。地域柄、多文化共生が必須であり、OGCルームなど楽しみ
です。慣れてきたら、地域にも開放していただけると嬉しいです。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、「おお
たのものづくり」を生かした体験活動や理数授業
等を実施する。

4 ３：
80%
以上
90%
未満 Ｂ 0

Ｃ 0

4 １：
70%
未満

Ｄ 0
4

4

〇ＧＩＧＡスクールに向けて、ICT担当教
諭を中心として、児童のタブレットを授業
中に活用することが昨年度よりさらに多
くなった。年間を通して、ICTサポーター
の活用や校内ICT研修を重ね、教員間
での教え合いを日々行うことができた。
今後も、全教員のＩＣＴ活用能力を引き
続き高めていく。

〇外国語教育指導員との打ち合わせを
密にして、外国語活動、英語の時間の
指導の充実に努めた。児童の外国語へ
の理解の深まりや、意欲的な姿が、授
業から多く見られるようになった。次年
度からはOGC（おおたグローバルコミュ
ニケーション）の取組が始まるので、国
際理解を深めるため、英語専科教員と
連携をし、OGCルームや教材等を活用
しながら、活用方法の共通理解に努め、
さらに充実した指導が行えるようにして
いく。
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